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問１ 今後、人口はどのように変化するのですか？

答.
ことが予想されます。

７５歳以上の割合が増える

介護の専門職の人手不足

子どもや若い世代の割合が減る

支える側が減る

専門職は重度者の支援へ

人口が減る

介護にかかるお金が増える

人口の変化

今後の課題
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問２ 少子高齢化によって、今後必要な事は何ですか？

答.

が必要になります。

今後予測される課題

介護の専門職の人手不足

専門職は重度者の支援へ

そのために必要な事

住み慣れた地域で

安心・安全な

日常生活を送る事が出来る仕組み作り
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介護予防と生活支援の

語らん場を行っています。

イメージ図
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問３ 「介護予防と生活支援の語らん場」とは何ですか？

答. です。

介護予防と生活支援の語らん場

住民さんと一緒に

地域の中で活動する
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問４ 「語らん場」は、なぜ必要なのですか？

答.
からです。

語らん場が目指すもの

住み慣れた地域で自分らしく生き生きと暮らせる地域づくり

どこかに相談したい

今機能しているし
今後も続けたい

弱ってきたけど
今後も必要

自分達で作る必要がある

この部分を深めるために語らん場があります

生活支援コーディネーター
もっと活動を

広げたい
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問５ 「生活支援コーディネーター」ってどんな人ですか？

答. です。

生活支援コーディネータの役割

つなぐ

地域を知る 課題を整理
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問６

答.

この資源集を作ろうと思ったのはなぜですか？

に作りました。この資源集を持った人が

地域の情報を見える化

住民の声を聞きながら作成

地域の活動を紹介する

地域の活動をふり返る

地域の活動に興味を持つ
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問７

答.

この資源集はどんな時に使うのですか。

時に使います。

地域住民
自分達の活動を振り返る
・ 興味を持っていただく
・地域で活動する人を増やすきっかけ

高齢者

・ ご自身の介護予防

専門職
・ 地域の活動を紹介
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この資源集の見方・使い方

次ページに、内容
をまとめています

地図の番号
を表します

地図の印が
表しているもの

この場所で、
活動されている内容

この町では、どんな活動
をしているのかな？？

生活支援

集いの場

ΧҜ介護予防

集会場

公民館

公園・広場

○○地区
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お住まいの地区の
生活支援コーディネーターにご連絡ください！！

行ってみたいけど、
どこに聞いたら良いの？

地域で、こんな活動
しているよ！

中央部
地域包括支援センター

北部
地域包括支援センター

西部
地域包括支援センター

南部
地域包括支援センター

東部
地域包括支援センター

電話 ２７－２７３０ 電話 ２５－７０３０

電話 ４３－３３３０ 電話 ３５－２８８７ 電話 ３２－６５５６

地域活動の
詳しい話を聞きたい！

＜担当地区＞
諫早小校区
北諫早中校区
上山小校区

＜担当地区＞
西諫早小校区
真城中校区
御館山小校区
本野地区

＜担当地区＞
真津山小校区
多良見地区
飯盛地区

＜担当地区＞
長田地区
高来地区
小長井地区

＜担当地区＞
有喜地区
小野地区
小栗地区
森山地区
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